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精 神 運 動 発 作 重 積 ： 症例 報告 と 分類
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⊂）村崎 光邦 ， 山 角　 駿 ， 住吉 秋次 t 岡 本呉 賦 ， 稲見 允 昭

　 情 神 運 動 発 作重積 は 非 常 に まれ な も の と 考 え られ て

お り，報 告 例 が 少 な く，重 積時 の 臨 床行 動学 的 観 察 と

脳波 所 見 を 同 時 に 記 録 し ，検 討 し た もの は さ らに 少 な

い 。 我 々 は 3 例 の 精 神 運 動 発 「乍重 積 を 経 験 し，そ の 間

の 脳 波所見 を も記 録 し えた の で こ こに 報告 す る 。

皿 亠 　34 才 ，男 性

　 生後 3 ケ 月 時 に 熟 性 け wo れ ん 。 5 才
．
時 ，日本脳 炎に

罹患 し ， tt　Vコれ ん 重積 を き た して40 日 間 入 院。　ll 才時 ，

強直 性け e れ ん 始 ま り， 抗 て ん か ん 薬 治療 開 始 014 才

時 に 大発作 型 の 発 作旦 6 才 時に 典型 的 な精 神運 動発 作

が 始 ま る。24 才 時 ， 吃 逆が 続 く うちに 大 発 作重 積 と な

り ， 昏 睡 状 態 が 続 い て 3 ケ 月入 院．〕26 才時 ， 数時 間 の

悟 性 も う ろ うを 呈 す る，134 才 097＆ 7）g精 神 運 勤 発 作

重 積 を きた して 北 里大学 病 院 へ 入 院 した 。 この 間 の 発

作 症 状 と 脳 波 所 見 は 次 の 通 りで あ る 。 突 然、そ れ ま で

の 行 動 を 停止 し て じつ と
一点 を みつ め る Oapse ：C3

を 中心 に 低振 幅 25Hz の 速 波 が 出 黽 L始 め ， 徐 々 に 振

幅 を 増 しな が ら 周 波数 を 減 じ，100uVl2 〜13Hz の 発作

パ タ ン へ 発 展 す る） 。次 の で 瞬 目が 始 t る と と も に

頸 部 を右方 に 向け る （adversiv θ 田 ovement ： C3
，　
F7
，

FPI 中心 vaさ ら に 齲 を 増 し凋 波 数 を 減 じ・槻 則

な 鋭 波 バ
ー

ス トの 形 とな b な が ら，4 〜
：H2 の θ train

が 現 われ 始 め る ）。こ の 間，口唇 を 動 か し，舌 を 前 方 へ

つ き出す 運 動 もみ られ る （oral 　 automatism ： 発 作

バ タ ン は 崩 れ 始め て ，鋭波 が ま は ら に な る と 同 時 に高振

幅 不規 則 4−一　5．　 Hz の e 波が 中心 と な る ） 。 さ らに 首 をゆ つ

く り左 右 に 振 り，最後 に や つ と 笑 い 7 大 きい 呼 気 と と も

に 終了 ず る （facial 　 automatismrupil θpttc 　 lau −

ghter ： 高振幅 3〜4Hz か ら3Hz の 6パ タ ン とな り， こ れ

が 高振 幅 L5 −−2Hz の 大徐 波 バ タ ン へ 移行 した の ち終 了す

る ）。そ の あ と ， 手 を 顔 面 や 頭部 へ も つ て ゆ くgestur
−

al 　 aut 。 matism が み ら れ る 。こ の 約 50 秒持 続 す る
一

連

の 精 神運 動発 作 が 2 日間 の 脳 波 記 録 の 間 に 150 回 を 越 え

て お り ， 典型 的 な 精神運 動発 作 重積 （自動症重 積） を 呈

した 。

　症例 2　 41 才 ， 女性

　 15 才時 に 大発 作が 始 まる 。 36 才時 に 精神 運 動発作 の 存

在 が 確 認 さ れ て wo る。41 才 時 ， 抗 て ん か ん 薬 の 減 量 と と

もに 大発 咋 を 生 じ ， 路 上に 倒 れ て い る と こ ろ を発見 さ れ

て ， 救 急 車 で 運 ば れ て き た （19794 ）o 直 ち に 脳 波記 録

を 開始。こ の 間 ， 突 然 開 眼 して じつ と一点 を み つ め る

（1apse ：左 半 球中 心 に 4Hz 　e波 で 発 作 パ タ ン が 始 ま るM

口 を も ぐ も ぐ さ せ ， 流 涎 をご く ご くの み こ む 動 作 が み ら

れ る （eral 　 aut 。 mati8m ：3HzS 波へ 移 行 し ， 振 幅 も大

と な る 〕。さ らに 口 唇，眼瞼 の こ 憲 か い 動 きが み ら れ ，
ニャ ツ ト笑 う　（facial 　autornati8rtrepileptic

laught θ r ：次 第に 周波 数 が 早 くな bt6Hz 前後 の 発作

バ タ ン が 持続 した の ち ， 再 び 周 波 数 を 減 じ ，
3HzS 波が 中

心 とな り，突 然 終 了 す る） 。 そ の あ と 起 きあ が ろ う と L

た り，独語 謌 に し や べ つ た り t 歌 を 唱 つ た りす る gee
−

tural 　 automatism が み られ る o こ の 一
連 の 精 神運動

発 作 は 約 100 秒 持 続 す る Q こ の 発 作が そ の 後 約 2σ 時 間

に わ た つ て ，ほ ほ 30 分 お きに 生 じ ， 発 作間 歇 期 は 意 識

水準 が 動 揺 L ，
α 波 中心 の 時 と徐波 中心 で 明 ら か な 意 識

混 濁 の 時期 が 入 り乱れ ， 患 者 は あ とに 健 忘 を残 して WOる。

自動 症 重 摺の 1 例 と 考 え られ た 。

　 症 例 3 　 49 才，男 性

　 10 才 時 大 発 作始 t り，2 年間無 治療 の ま ま 月 1 ， 2 回

の 発作 を経験 した の ち ， 発 作は 消失 し て い た 。 37 才 時 に

大 発 作 が 再 現 し ， 同 時 に 多 形 な 精神 運動発 咋が 始 まる 。

笑 い 発 作 が 独 立 して ，あ る い は 自 動症 の 中 に 出 現す る。

概念 思 考 発 作 （強制 思 考
，
mental 　 diplopial が 頻発 す

る 。 49 オ時 に 約IO 時 間 持続 した 概 念 思 考 発 作が 出現 し ，

て 来 院 し ， 脳 波記 録 を行 な つ た 。 こ の 間の 脳波 バ タ ン は

普 段の 記録 と変 りな く ， 発 作 パ タ ン は 認 め ら れ な か つ たo

そ の 約 10時 間 で こ の 主 観 性発 作は 終了 し，一部 に 健忘 を

残 した 。 こ の 症 例 は 主 観 性発 作 重 延状 態 の 1 例と考えた 。

　 以 上 5 例 の 自 験 例 と こ れ t で の 報告例 を 総 合 して み る

と ，精 神運 動発 作重 積 は 次の 5 つ に 分 類 され る 。

　 1 主 観 性 発 作 重 延 状 態 Aura 　 GDntinua 　Qanz）

　 a 自 動症 重 檀　aut 。 mattc 　 statUS 　Oennord

　 a 発 作痕 跡 を伴 う精 神運動発 作重 積

　 　 Psychomotor 　statu8 　mit 　Anfall8rudirn θ n −

　 　 ten 　tWolf）
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